
「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」の概要について

１ 資産名称

「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」

２ 所在地

福岡県……北九州市，大牟田市，中間市

佐賀県……佐賀市

長崎県……長崎市

熊本県……荒尾市，宇城市

鹿児島県…鹿児島市

山口県……萩市

岩手県……釜石市

静岡県……伊豆の国市

３ 暫定一覧表記載年月

平成21(2009)年1月

４ 資産の概要

「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」は,19世紀後半より20

世紀初頭にかけて，幕末から明治期の日本における重工業分野（造船，製鉄

・製鋼，石炭産業）の急速な産業化の道程を，時間軸に沿って証言する一連

の産業遺産（現役産業施設を含む ）により構成されている。。

これらの資産は，九州・山口と関連地域（８県11市）に立地し，地理的に

分散しているが，群として全体で 「西洋の科学技術の伝播の波が伝統的な日，

本の文化と融合し，日本が極めて短い間に産業化を遂げたことは，技術の歴

史等において，極めて類希なことである」等の顕著な普遍的価値を有し，一

つの範囲を構成する（いわゆるシリアルノミネーションとしての登録を目指

すもの 。）

※顕著な普遍的価値とは

， ，・・・国家間の境界を超越し 人類全体にとって現代及び将来世代に共通した重要性をもつような

傑出した文化的な意義を意味する。

※シリアルノミネーションとは

・・・複数の資産を，同じ歴史・文化群のまとまりとして関連づけ，全体で顕著な普遍的価値を有

するものとして，世界遺産に推薦すること。

５ 資産の保護措置

文化財保護法，景観法，港湾法等

６ 構成資産の概要

別添のとおり（構成資産分布図，各構成資産の概要）
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 萩反射炉

（山口県萩市）

恵美須ヶ鼻造船
所跡

（山口県萩市）

大板山たたら製
鉄遺跡

（山口県萩市）

各構成資産の概要　

概　　　　要

1
　
萩

①
 

萩
の
産
業
化
初
期
の

西洋式の鉄製大砲鋳造を目指した萩（長州）藩が，
1856年に建設した反射炉の遺跡。萩（長州）藩から佐
賀藩に派遣された大工棟梁が持ち帰った反射炉の見
取図を基に，試作的に建設された。萩（長州）藩は，結
局は技術面，費用面の限界から本式の反射炉の建設
を中止したが，試行錯誤しながら自力で西洋技術を取
り入れようとした産業化初期の段階の取組みの様子を
物語っている。

幕府の要請や木戸孝允の意見により，萩（長州）藩が
設けた造船所の遺跡。藩は，伊豆の戸田村や長崎海
軍伝習所に船大工ら技術者を派遣し，西洋技術の情報
を得て伝統的な和船の建造技術を使って，２隻の西洋
式帆船（1856年に丙辰丸，1860年に庚申丸）を建造し
た。木造の西洋式帆船を建造するために国内で最初期
に設けられた造船所のひとつであり、現存する唯一の
遺構である。

日本の伝統的な製鉄方法であるたたら製鉄の遺跡。第
３回目の操業期と恵美須ヶ鼻造船所で丙辰丸が建造さ
れた時期が重なっており、造船所での船釘・碇などの製
作に、このたたらで生産した原料鉄が利用された。幕末
の産業化の取組みを日本の在来技術が支えたことを示
している。

 萩城下町

（山口県萩市）

 松下村塾

（山口県萩市）

萩 の
時
代
の
遺
産
群 萩城下町は、幕末に産業化に取り組み、産業文化を形

成していった当時の封建社会を表している。萩（長州）
藩主　毛利輝元が建設した藩の政策決定の場であった
萩城の跡（城跡）、藩の産業化や技術獲得などの政策
を遂行した身分が高い武士の屋敷があった旧上級武
家地、当時の商業活動や伝統的な経済活動の様子が
窺える旧町人地の３つの区域によって構成される。

萩（長州）藩の兵学者吉田松陰が主宰した私塾。吉田
松陰は実家の杉家に謹慎していた1856年から門人へ
の指導を開始し，1857年に現存する塾舎に移った。
1858年に閉鎖されるまでの約２年１０ヶ月の間に約９０
名の門人に指導を行った。松下村塾は，産業化に取り
組み，産業文化を形成していった当時の地域社会にお
ける人材育成の場であった。吉田松陰が提唱した工学
教育論は，工学の教育施設を設立し，在来の技術者を
総動員して自力で産業近代化の実現を図るというもの
で，その教えを受け継いだ伊藤博文ら塾生の多くが，
後の日本の近代化・産業化の過程で重要な役割を担っ
た。
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 旧集成館
（反射炉跡）

（鹿児島県
　　鹿児島市）

旧集成館
（機械工場）

（鹿児島県
　　鹿児島市）

旧集成館
（旧鹿児島紡績
所技師館）

（鹿児島県
　　鹿児島市）

２
 

鹿
児
島

②
　
集
成
館

アヘン戦争（1840年～1842年）後，欧米列強の脅威を
察した薩摩藩主・島津斉彬が，反射炉・高炉による鉄製
大砲鋳造，洋式艦船の建造，製鉄や紡績，ガラス製
造，活版印刷など，富国強兵・殖産興業政策として実施
した集成館事業の工場群跡。集成館は斉彬らが蘭書を
もとに西洋技術の情報を得て，日本在来の石造建築・
製陶・鋳造などの技術を応用し，独力で建設された。集
成館に隣接する仙巖園は，1658年に造営された島津家
の別邸であり，幕末から明治にかけて，外国から多くの
要人が訪れるなど迎賓の場として使用されるとともに，
集成館事業の実験が行われた場所であり，その指揮の
とりやすさから集成館事業の選地にも影響を及ぼした。
1958年に国の名勝に指定され，その一部は構成資産
に含まれる。

薩英戦争による集成館の焼失後，薩摩藩はただちに再
建に着手した。この洋式の機械工場は，1864年に建設
が始まり，1865年に竣工した。ここでは主に洋式機械に
よる金属加工，艦船・蒸気機関の修理・部品加工が行
われ，長崎製鉄所の特徴・技術が引き継がれている。
現存する日本の洋式工場の建物として最も初期のもの
である。現在も，島津家に伝わる歴史資料を展示する
博物館施設（尚古集成館本館）として，利用されてい
る。

日本最初の西洋式紡績工場である鹿児島紡績所で技
術指導に当たった７名の英国人技師の宿舎として，
1867年に建てられた建物。木造２階建で，四面にベラン
ダを巡らしたコロニアルスタイルである。西洋建築の輸
入当初に日本各地に造られたこの種の建築のうち，現
存する２階建住居としては最も初期のものであり，幕末
期における建築洋風化の進展を示すものとして貴重で
ある。

寺山炭窯跡

（鹿児島県
　　鹿児島市）

関吉の疎水溝

（鹿児島県
　　鹿児島市）

集成館事業の反射炉・高炉・蒸気機関などには大量の
燃料が必要となった。島津斉彬は，集成館事業の進展
とともに，木炭の需要も急増し，供給不足に備え，火力
の強い白炭を製造するため，鹿児島市の北東部に広
がる吉野台地の北側，集成館から北北東約５kmに位
置する吉野町寺山に炭焼窯の設置を命じた。寺山に
は，1858年に建設された炭窯の跡が残っており，炭窯
本体は堅牢な石積で築造された当時の姿を今も残して
いる。

集成館事業の高炉や鑚開台（砲身に穴を開ける装置）
などの動力には，蒸気機関が研究段階であったため使
用できず，代わりに水車動力が用いられた。元来，仙巌
園には，鹿児島市吉野台地の西方に位置する下田町
関吉から庭に水を供給するための吉野疎水が島津家
によって築かれていた。そのため，1852年，島津斉彬
はその疎水から新たな水路を築き，集成館の水車に水
を供給した。関吉には，稲荷川から取水した当時の取
水口跡が残っており，疎水溝の一部は現在も灌漑用水
として利用されている。

ある。



エ
リ
ア

サ
イ
ト

構成資産名
（所在地） 写      真 概　　　　要

３
　
韮
山

③
韮
山
反
射
炉

韮山反射炉

（静岡県
　　伊豆の国市）

４
　
釜
石

④
橋
野
鉄
鉱
山

橋野鉄鉱山・高
炉跡

（岩手県釜石市）

５

⑤
三

アヘン戦争（1840年～1842年）などを受け，欧米列強に
対抗する海防用の鉄製大砲鋳造のため，韮山代官江
川太郎左衛門英龍により建設された。1854年着工，
1857年完成。実際に稼働した幕末の反射炉として国内
で唯一現存する。連双式２基（４炉）からなり，それぞれ
石製の基礎上に築かれ，炉の内部は耐火煉瓦で囲わ
れている。建設にあたっては西洋の書物を基に日本の
伝統技術が援用されたほか，佐賀藩との技術交流も重
要な役割を果たした。稼働当時，周辺には大砲生産の
工程を担う様々な建物が存在し，その一帯は史跡とし
て指定され，構成資産に含む。また，その一つである錐
台（すいだい）小屋（水車を動力として砲身の内側をくり
抜く作業場）に水を供給していた河川は，現在も反射炉
に隣接しており，その一部を構成資産に含む。

盛岡藩士大島高任の指導により，鉄鉱石を使った西洋
式の高炉技術を導入し，鉄の連続生産に成功した証拠
を示すもので，高炉場跡の３つの高炉跡のほか鉄鉱石
の採掘場跡，運搬路跡など関連遺跡が存在し，当時は
総称して橋野鉄鉱山と呼ばれた。橋野高炉跡及び関連
遺跡は西南雄藩を中心とした西洋技術の導入と強いつ
ながりを持ち，後の八幡製鐵所の完成に至る近代製鉄
の流れの発端となっている。

佐賀藩主鍋島直正が進めた近代化事業の一つである
洋式海軍創設のため，佐賀藩は，幕府の設置した長崎
海軍伝習所に多くの藩士を派遣し，持ち帰った西洋技
術の情報を基に，船舶に関する洋式技術の獲得と実践５

　
佐
賀

重
津
海
軍
所
跡

三重津海軍所跡

（佐賀県佐賀市）

術の情報を基に，船舶に関する洋式技術の獲得と実践
を行う拠点として，1858年に藩有和船の管理地であっ
た三重津（筑後川の支流である早津江川の西岸河川
敷）に海軍所を設置した。ここでは，国産初の実用蒸気
船「凌風丸」の建造も行われ，海外から購入した洋式艦
船の修理に必要な船渠（在来の土木工法を駆使した階
段状の木組みによる土留め構造により建設された国内
最古の乾船渠）の跡が地下遺構として残存する。
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小菅修船場跡

（長崎県長崎市）

三菱長崎造船所
第三船渠

（長崎県長崎市）

三菱長崎造船所
ジャイアント・カン
チレバークレー
ン

（長崎県長崎市）

６
　
長
崎

⑥
　
長
崎
造
船
所

1869年に，長崎港において，薩摩藩とスコットランド出
身の商人トーマス・グラバーによって建設された船舶修
理施設で，のちに明治政府が買収し，1887年に三菱の
所有となった。現存する日本最古の蒸気機関を動力と
する曳揚げ装置を装備した洋式船架。曳揚げ小屋は，
日本最古の本格的な煉瓦造建築で，機材一式は，グラ
バーがイギリスから購入した。船架の形状から通称ソロ
バンドックといわれ，現在も三菱重工業（株）長崎造船
所の対岸に，当時の姿をとどめたスリップドックが現存
している。

1905年，造船業形成期の三菱合資会社時代に築渠し
た大型乾船渠（ドライドック）。明治期，第一船渠（1879
年），第二船渠（1896年），第三船渠（1905年）と続けて
開渠したが現役は第三船渠のみ。船舶の大型化に伴
い，第三船渠は三度拡張された（1943年, 1957年,1960
年）。開渠時に設置された英国シーメンス社製の電動
機で駆動される排水ポンプは１００年後の今も稼働し，
ドライドックの機能を維持している。

造船業形成期の三菱合資会社の時代に，造船所の工
場設備電化に伴い，日本で初めて建設された電動ク
レーン。英国アップルビー社製造。大型船舶用装備品
の吊り上げ荷重に耐え，電動モーターで駆動される当
時最新のクレーンで，1909年に造船所の機械工場付近
の飽の浦岸壁に，タービンやボイラなど大型機械の船
舶への搭載と陸揚げのため建設された。長崎造船所は
その前年，国産初の船舶用および陸用の蒸気タービン
を製造している。1961年にクレーンは，設置場所周辺の（長崎県長崎市）

三菱長崎造船所
旧木型場

（長崎県長崎市）

造船業形成期の三菱合資会社時代の木型場で，1898
年に鋳物製品の需要増大に対応して建設された。工場
建物は木骨煉瓦造二階建てで，鋳型製造のための木
型を製作した。1985年，木型場は史料館として改装さ
れ，日本最古の工作機械（長崎製鉄所建設時の1857
年にオランダから輸入した「竪削盤（たてけずりばん）」）
を展示するなど，長崎造船所の歴史を紹介する展示施
設として一般公開（事前予約制）されている。

埋立による工場拡張のため，いったん解体され，水の
浦岸壁の現位置に移設された。現在は機械工場で製
造した蒸気タービンや大型船舶用プロペラの船積み用
に使用されている。
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⑥
　
長
崎
造
船
所

三菱長崎造船所
占勝閣

（長崎県長崎市）

高島炭坑

（長崎県長崎市）

 端島炭坑

（長崎県長崎市）

６
　
長
崎

造船業形成期の三菱合資会社時代に，占勝閣は，第
三船渠を見下ろす丘上に建設された木造二階建洋館。
長崎造船所長の荘田平五郎の邸宅として1904年に完
成したが，所長宅としては使用されず，迎賓館となっ
た。1905年，軍艦「千代田」艦長の東伏見宮依仁親王
が宿泊した際に「風光景勝を占める」という意味で占勝
閣と命名された。設計者の曾禰達蔵（そねたたつぞう）
は英国人建築家ジョサイア・コンドルの弟子。占勝閣は
現在もほぼ創建当時の姿で迎賓館として，進水式・引
渡式の祝賀会，貴賓の接待等に使用されている。

開国に伴い，外国の蒸気船の燃料として高まった石炭
需要を受け，1868年，長崎沖の洋上の高島において，
佐賀藩がスコットランド出身の商人トーマス・グラバーと
ともに，海洋炭鉱を開発した。英国人技師モーリスを招
き，1869年日本最初の蒸気機関による竪坑である北渓
井坑が開坑した。1881年からは三菱が所有し，北渓井
坑の石炭技術は，日本の炭鉱の近代化の先駆けとなっ
た。

端島炭坑は，高島炭坑の技術を引き継ぎ，発展させ，
炭鉱の島として開発された。明治中期以降に採炭事業
が本格的に開始し，1890年からは三菱の所有となり，
明治後期の高島炭鉱（高島，端島による海洋炭鉱群）
の主力坑となった。高品位炭を産出し，国内外の石炭
需要を賄い，明治末には八幡製鐵所へも原料炭を供給
した。大正以降高層住宅が建設され，最盛期は約5,300
人が居住したが，1972年産業活動の停止とともにすべ
ての住民が退去した。現在は，坑口等の生産施設跡や
数次にわたり拡張された海岸線を示す護岸遺構が残っ
ている。

⑦
　
高
島
炭
鉱

⑧
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅

旧グラバー住宅

（長崎県長崎市）

スコットランド出身の商人トーマス・グラバーは，小菅修
船場や高島炭坑の建設，事業化に協力し，後に三菱合
資会社の経営にもアドバイスを与え，石炭・造船など，
当時の日本の主要産業の近代化に貢献した。1863年
に建設された旧グラバー住宅は，国内に現存する最古
の木造洋風建築で，居住やビジネスの拠点としてだけ
でなく，文化交流の場として活動拠点となった。棟梁は
大浦天主堂などを請け負った天草出身の小山秀と思わ
れる。対岸に三菱重工（株）長崎造船所を眺望できる地
点に位置している。
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構成資産名
（所在地） 写      真 概　　　　要

三池炭鉱
宮原坑

（福岡県大牟田市）

三池炭鉱
万田坑

（熊本県荒尾市
　福岡県大牟田市）

三池炭鉱
専用鉄道
敷跡

（福岡県大牟田市
　熊本県荒尾市）

７
　
三
池

⑨
三
池
炭
鉱
・
三
池
港

三池炭鉱は高島炭鉱に次いで西洋の採炭技術を導入
して開発された。三池炭は高品位で豊富な埋蔵量を誇
り，国内外の石炭需要を担った。宮原坑は三井買収後
に初めて開削された明治期から昭和初期にかけての三
池炭鉱の主力坑口。第二竪坑櫓と巻揚機室等が現存
する。第一竪坑は1895年2月に着工，1898年3月竣工，
出炭開始。第二竪坑は1899年6月着工，1901年竣工，
操業を開始している。1930年，国から坑内における囚
人労働を禁止するとの通達が出ると，翌年には三池集
治監（当時は三池刑務所）の閉庁が決定。あわせて宮
原坑も1930年3月閉坑となる。しかしその後も坑内排水
の機能は維持され，最終的には三池炭鉱閉山（1997
年）後も第二竪坑の閉塞工事時（2000年）まで，櫓や巻
上機は機能していた。

1902年に出炭操業開始した万田坑は宮原坑に次いで
開削された坑口。宮原坑と共に明治期から昭和中期に
かけて三池炭鉱の主力坑口として機能した。第二竪坑
跡と鋼鉄製の櫓，煉瓦造の巻揚機室，倉庫及びポンプ
室（旧扇風機室）等の明治期における石炭採掘に関す
る施設が良好な形で現存する。

三池炭鉱各坑口と積出港とを結ぶ炭鉱専用鉄道。1905
年に各坑口と積出港までの本線が全線開通した。技術
発展に伴い馬車鉄道から蒸気機関車，電気鉄道へと変
遷した。積載量の多い石炭貨車を効率的に牽引する為
に全線に渡り緩勾配で設計され，切土や盛土が造成さ
れている。専用鉄道敷跡の路床とそれに伴う煉瓦の橋
台や橋梁，開渠等の施設が現存する。

三 池 港

（福岡県大牟田市）

⑩
三
角
西
港

三角西（旧）港

（熊本県宇城市）

三池炭を大型船で直接積載し搬出する為に築港され
た。1902年着工し，1908年に竣工。同時に開港場に指
定され，貿易港として発展した。干満差の著しい有明海
に面するため長大な防砂堤や，潮位差を解消するため
の潮待ちの内港，閘門を備えた船渠が計画的に配置さ
れ，現在も重要港湾として機能している。

内務省が招聘したオランダ人水理工師ムルドルによる
設計に，日本の伝統的な石工技術が挑戦し成功した近
代港湾都市。国費を投じて建設された港で，1887年開
港した。野蒜港（宮城県），三国港（福井県）と並び我が
国の明治三大築港の一つ。三池港が開港するまでの
一時期，三池炭鉱の石炭が三角西(旧)港を経由して海
外に輸出された。現在も築港当時の状態を留めてお
り，明治期における近代貿易港としての土地利用が良
好に理解できる。
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官営八幡製鐵所
旧本事務所

（福岡県北九州市）

官営八幡製鐵所
修繕工場

（福岡県北九州
市）

官営八幡製鐵所
旧鍛冶工場

（福岡県北九州市）

８
　
八
幡

⑪
官
営
八
幡
製
鐵
所

八幡製鐵所創業２年前の1899年に竣工した初代本事
務所。中央にドームを持つ左右対称形の赤煉瓦建造物
で，長官室や技監室，外国人顧問技師室などが置かれ
た。1922年，製鐵所の規模拡大に伴って管理機能が移
転した後は，鉄鋼研究所や検査室などとして利用され
た。

1900年，製鐵所で使用する機械の修繕，部材の製作加
工等を行う目的で，ドイツのグーテホフヌンクスヒュッテ
（GHH．）社の設計と鋼材を用いて建設された鉄骨建造
物。その後，鋼材生産量の増大に伴って３回増築され
た。創業から現在まで110年以上の間，修繕工場として
稼働し続けている。

1900年に，製鐵所建設に必要な鍛造品の製造を行う目
的で，修繕工場と同様，ドイツのGHH．社の設計と鋼材
を用いて建設された鉄骨建造物。製鐵所の拡張工事に
より増築されたが，その後，1917年に現在地へ移築さ
れるとともに製品試験所になった。現在は史料室として
利用されている。

遠賀川水源地ポ
ンプ室

（福岡県中間市）

遠賀川の河口から約１０kmにある八幡製鐵所の送水施
設。八幡製鐵所第一期拡張工事に伴う工場用水不足
を補うため，1910年に建設された。明治建築の典型的
な煉瓦建造物。動力は蒸気から電気に変わったが，現
在も稼働し続けている。



７ 「九州・山口の近代化産業遺産群」世界遺産登録推進協議会について

（１）推進体制

関係自治体の連携のもとに，世界遺産への登録を推進するため，平成２０年１０月

２９日，九州･山口の関係６県１１市により鹿児島県知事を会長とする世界遺産登録

推進協議会を設置した （現在は，８県１１市体制）。

また，登録に必要な専門的な調査研究を行うため，海外専門家として，ニール・コ

ソン卿（元イングリッシュヘリテージ総裁）ほか７名，国内専門家として，西村幸夫

氏（東京大学先端科学技術研究センター所長）ほか６名，計１５名からなる専門家委

員会を協議会に設置している。

※ 「九州・山口の近代化産業遺産群」世界遺産登録推進協議会

福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，鹿児島県，山口県，岩手県，静岡県，北九州市，大牟田市，

中間市，佐賀市，長崎市，荒尾市，宇城市，鹿児島市，萩市，釜石市，伊豆の国市

（２）主な取組経緯

・平成１７年７月 鹿児島県主催で「九州近代化産業遺産シンポジウム」を開催し，

「かごしま宣言」を取りまとめ（7/15）

・平成１８年６月 九州地方知事会における政策連合項目として 「九州近代化産業，

遺産の保存・活用」が決定し，関係県での取組へ発展(6/2)

・平成２０年９月 文化庁において世界遺産暫定一覧表への追加記載決定(9/26)

・平成２０年 月 関係自治体による世界遺産登録推進協議会を設置(10/29)１０

・平成２１年１月 ユネスコの世界遺産暫定一覧表へ追加記載(1/5)

・平成２４年５月 「稼働中の産業遺産又はこれを含む産業遺産群を世界遺産登録に

向けて推薦する場合の取扱い等について」閣議決定(5/25)

・平成２５年４月 国へ推薦書原案等を提出(4/23)

８月 「稼働資産を含む産業遺産に関する有識者会議 （事務局：内」

閣官房）において 「明治日本の産業革命遺産 九州・山口，

と関連地域」を推薦候補として選定（8/27）

９月 「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」を今年度の

ユネスコへの世界文化遺産政府推薦案件として決定（9/17）

世界遺産条約関係省庁連絡会議（事務局：外務省）において，

推薦書（暫定版）の提出を決定（9/20）

ユネスコへ推薦書（暫定版）を提出（9/27付け）

（ ） （ ）・平成２６年１月 推薦書 正式版 をユネスコへ提出することを閣議了解 1/17

ユネスコへ推薦書（正式版）を提出（1/29付け）

・平成２６年度 産業遺産国際会議を開催（7/14～15）

ユネスコの諮問機関であるイコモスによる現地調査（９ ～10 )/26 /5

・平成２７年度 イコモスによる「記載」勧告（５月４日）

世界遺産委員会で登録の可否について審議

（6/28 /8，ドイツ（ボン ）～7 ）


